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劤剅ך銲傋

㹋倵חぢֽ׶》ג穈׾׫鹌ׅתְג׭կֿ ءーّ؛リفծZscalerָアכ׸ ン؟הーؽ
スؙٓךウド獳遤חדׅ׾Ꟛ㨣׷ְג׃穈籼׾➂1,900ך馄ִ׷CIOծCISOծCDOծ
CTOծインٓؿ 顑⟣罏׾㼎韋ח遤׋׏剑倜ؚٗךーٕغ锃叨ך穠卓ׅדך׮׷״חկ
ئג׏׋׻ח♳⟄䖓1䎃➙כח胜兝ך׉ծ׶֮ד⦪⯐葺ְכ穠卓ךֿ زٗٓ スزアー
ثٍؙذؗ ーך㹋鄲ח㼎ׅ׷嚂錁涸ז鋅鸐ָ׃竲ְָהֿ׷ְג爙ׁׅתְג׸կ

⡦⼧䎃׷׋׻׮ח䖞勻㘗ُؗإךリٙزحطה؍ذーؙך⾱⵱ָ䄶
㠨׃ծئ زٗٓ スָز⚺崧׷֮אא׶זה➙ծ⚅歲⚥ךITリーتー
ؿٖךֿכ ーٙيーؙח滠湡׃㨣ׅתְג׭կ
ؙٓウドךפ獳遤׾Ꟛ㨣׋׃ITリーتーכ♳⟄90%ךծئ زٗٓ
スُؗإزリ؍ذ䨌殛חדׅ׾㹋倵幥ַ׫ծ➙䖓12ַ剢⟃ⰻך

デآタٕٓز ンスؓؿ ーًーّء ンך崧ָ׸⸇鸞ׅ׷⚥ծئ زٗٓ スכز넝䏝חⴓ侔ؙٓ׋׃ウドה
ーծٙؠーِד歲⚅ךイٕ⚥䗰غٌ ーؙٗードծデغイス׾⥂隊ׅ׷椚䟝涸ؿٖז ーٙيーؙ׃ה
կׅתְג׃植׾걧錬ג

Nathan Howe | VPծ倜莆䪮遭5GծZscaler
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ؙٓ ウドインٓؿ 䓼ה׷ְג׃崞欽ח剑㣐ꣲ׾〳腉䚍ך 然ֻ⥋ׅ׷
穈籼׆ֺׅח22%ַ׆׻כծֿ ؗإծ➙䖓כ穠卓ך リُ׾؍ذ馄ִ
կ22%ׅתְג׃爙׾הֿ׷䗳銲ָ֮׷罋ִד׫単穈׋

㹋ꥷծؙ ٓウド獳遤إٗفךスָ鹌׬⚥ծ
ئ زٗٓ スُؗإךزリ؛؍ذースכ䔲搫
2ךկ3ⴓׅתְֹג׏זח僇然׶״׵ָז
حطךծ䖞勻㘗כーتITリーך(68%)♳⟄
ؿインٓ؍ذリُؗإーؙٙز ז㸜Ⰻכד
ؙٓウドٓز ンスؓؿ ーًーّء ンכ♶〳
腉הֿ׷֮דծ׋תアفリ؛ーّء ンךפリ
ٌーزアؙإスך⥂隊חꟼכג׃ծ䖞勻㘗
イアウؓ؋ؿך ーٕװVPNئ׮׶״ زٗٓ
スٙزحطزーؙアؙإスֲָקך僇ַ׵
կׅתְג׃钠陎׾הֿ׷ְג׸⮚ח
ծؙ׃ַ׃ ٓウドインٓؿ 剑㣐׾〳腉䚍ך
ꣲח崞欽ה׷ְג׃䓼 然ֻ⥋ׅ׷穈籼כ

ծֿ׆ֺׅח22%ַ׆׻ إծ➙䖓כ穠卓ך
ُؗリ׾؍ذ馄ִ׋単穈ד׫罋ִ׷䗳銲
זⰋ⡤涸ךկITׅתְג׃爙׾הֿ׷ָ֮
錁挿ַ׵アٗفー׋׃ث㜥さծئ زٗٓ ス
תׂתׁדスⰋ⡤إٗف⻉タٕآデכز
ثٍז ンス׾䒷ֹ⳿ׅ〳腉䚍׾猼ְג׭
ئկׅת زٗٓ スכز㣐鋉垷؟זイغーإ
ُؗリ؍ذ余䷼׾꣇ּֿ ծָׅתֹדָה
⻉㢌ז㣐ֹ׶״կ׿ׇת׶֮כדֽ׌׸׉
ءーّكظイׅ׵׋׮׾ ンך䱿鹌ַ׵䖞噟
㆞ؒン؜ーًآンךزぢ♳ծׁ ス؝כח׵
㢳חַ׷כծדת⻉桦⸬ךز ׮׾卓⸬ךֻ
կׅת׃׵׋

IoT/OTծ5Gծדثーٗفアזドحリـイع
㢳ךוזースغタًכח׵ׁ 倜莆䪮遭ךֻ
ך倯ֹ⫴װ耵㜥橆㞮ז鹌涸⯓׋׃崞欽׾
䲿⣘׶》ח穈׬穈籼כծئ زٗٓ スהزデ
زタٕٓآ ンスؓؿ ーًーّء ンך⚕倯׾
罋䣁ׅ׷鋔ꅿ׾䎢׷־䗳銲ָׅ֮ת׶կئ
زٗٓ スفز ؿؓزحٓ ーכחيծطآؽス
ؿインٓך穈籼ה 銲⟝׾ⱄ鏣鎘ׅ׷⸂ָ֮
حリـイع׷׭䖞噟㆞ָ実כ׸׉կׅת׶
ドٙーٌؙデٕ׾䲿⣘זֻדֽ׌׷ֹד ծ
佴䰦䚍ה⸬桦䚍ַ׵㼛勻׾鋅䰘ִ׋イン
ؿٓ ծֿדת ⪑׾زحリًךגץ⠵ֲׅח׸
㢌ךפ穈籼׋׸ׁ⻉タٕآデח㸣Ⰻ׋ִ

ꬠ׾〳腉׷ׅח溪طآؽךスドٓ イغー
կׅת׶֮׮ד
猘כ׍׋ծ植㖈ך穈籼ئ׷ֶֽח زٗٓ ス
زٓز ンスؓؿ ーًーّء ンך植朐׾僇ַ׵
կ㹋׋׃ת׃㹋倵׾锃叨ךֿח׭׋׷ׅח
鄲桦ָ넝ְְֲה锃叨穠卓כח劍䖉ָ䭯
״כ椚锷涸呎䬿׷֮ח胜䖓ך׉ծָׅתג
ךスطآؽכחーتկITリーׅדꅿ䗰涸׶
䠐䙼寸㹀罏ئח زٗٓ ス׾ز侄肪׃ծ׾׸׉
⣣⦼ך넝ְطآؽスドٓ イغー׶》ג׃ה
ծָֿׅת׶堣⠓ָ֮ך窫㥨׷־♳ ⟰ծכ׸
噟ָ㼛勻ذך ظؙٗ ד㼎䘔חーآ ״ֲֹ׷
կׅדךזンؚリンؙءحىך׭׋׷ׅח
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ؙٓウドךפ獳遤׾Ꟛ㨣׋׃穈籼90%ך
ئծכ♳⟄ زٗٓ スُؗإزリ؍ذ䨌殛׾
㹋ךծ➙䖓12ַ剢⟃ⰻַ׫㹋倵幥חדׅ
倵חぢֽ׶》ג穈׾׫鹌ׅתְג׭կ

ZTNAכ➙䖓12ַ剢꟦ئך زٗٓ スز䪮
遭ךפ䫎项ך剑⮚⯓✲갪׶֮דծֿ כ׸
アؙزリٌー׷ֶֽחドٙーؙحリـイع
կׅתְג׃爙׾ꅾ銲䚍ךスإ

3ⴓך(68%)♳⟄2ךITリーتーכծ䖞勻
㘗ٙزحطךーؙُؗإリ؍ذインٓؿ
زウドؙٓٓז㸜Ⰻכד ンスؓؿ ーًー
ءّ ンכ♶〳腉הֿ׷֮דծ׋תアفリ
ءーّ؛ ンךפリٌーزアؙإスך⥂隊
イアウؓ؋ؿךծ䖞勻㘗כג׃ꟼח ーٕ
ئ׮׶״VPNװ زٗٓ スٙزحطزーؙ
アؙإス(ZTNA)ֲָקך僇׸⮚חַ׵
կׅתְג׃钠陎׾הֿ׷ְג

90%

#1 45%

65%

42%

44%

40%

27%

33%

24%

88%

68%

54%

⥋然ה׷てい׃剑㣐ꣲに崞欽׾〳腉䚍ךٓؿٝ؎سؙؐٓ
:ⶴさ(㖑㚖ⴽ)ך穈籼׷ׅ

14%

42%

24% 

Ⰻ⚅歲ךITリーتーכ88%ךծ荈爡ָؙٓウドイ
ンٓؿ ׃⥋玎䏝然׷֮ה׷ְג׃崞欽׾〳腉䚍ך
ծ䓼ךך׮׷ְג 然ֻ⥋׷ְג׃リーتーַ׆׻כ
կ׿ׇתֺׅח22%

ITリーتー54ךָVPNװ㞮歲؋ؿ
イアウؓ ーٕ؟׮׵׍וכイغー余䷼
ءーّ؛リفծアװ隊⥂ך׵ַ ンزٓך
卓⸬כח⻉〳鋔ך䷼余ן״ֶؙح؍ؿ
罋הְזָ կׅתְגִ

ֲִ׷剑㣐ꣲに崞欽ׅ׾〳腉䚍ךسؙؐٓ ꥺ㠖ז⚺ךד

ذ٦ؗ،زأٓزٗئծ醱꧟䚍⟃㢩にأإؙ،ծ؍ذُٔؗإ
ろכ湡垥أطآؽז椚歋に䨌殛涸ז⚺׷㹋鄲ׅ׾٦ٍثؙ
いזてい׸ת

ؙٓウドךデータ⥂隊חꟼׅ׷铬겗הデー
タٓفイءغーך䧄䙀

醱꧟ٙزحطזーؙה䭁䓸ָ㔭ꨇُؗإז
リع؍ذードウェア

IoTהOT؟ךפードػー؍ذーアؙإスֶ
スإアؙزリٌーן״

♧顐䚍ְזך䱸竲ِהーؠーךリٌーزア
スؒإؙ スؙلリؒンスך⡚♴

넝䏝ז腘㪬װWebアفリ؛ーّء ン余䷼
⻉䓼ך隊⥂ך堣㺘データה何㊣ך⳿嗚ך

زリٌーךーծ麊欽䪮遭شزーػーծتンك
アؙإスך⥂隊

何㊣ך㸜Ⰻ䚍ך䱸竲ךドٙーؙحリـイع

䖞勻㘗ٙزحطךーؙُؗإリ؝ך؍ذスز
⡚幾ך醱꧟䚍ה

植朐ךزأٓزٗئ

52023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ 傍׶ַ׻

傍׶ַ׻傍׶ַ׻

南北ア
メリカ

ヨーロッパ

アジア太平洋

劤剅ך銲傋 Iّٝءؙإ IIّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 セクションI セクションII セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



ئ زٗٓ ス׾ز鍑铡ׅ׷⵸חծئ زٗٓ
スָز䱰欽ׁ׷׸胜兝ծئ׶תא زٗٓ
ス׶》׾ز䋆 䎢ֻ眔זIT橆㞮ד⡦ָ饯
פ⻉穈籼ָؙٓウドחծ暴ַך׷ְגֹ
ַך׷֮ח朐屣זֲ״ךוד׶ך麣ך
կׅת׃嗚鏾׾
麓⿠侧䎃꟦ך⳿勻✲ָؙٓウドךפ獳
遤׾⸇鸞ׇׁכהֿ׋꟦麩ְׇ֮ת׶

կׅ׿ ְזְג׃✪スָ㸣إٗفךגץ
ծ㢳׮ג׃ח ח갫锃׾穈籼ָ獳遤ךֻ
鹌ׅתְג׭կ
劤锃叨כדծアفリ؛ーّء ン؟הーؽ
スؙٓךウド獳遤חדׅ׾Ꟛ㨣ְג׃
׷馄ִ׾➂1,900ך穈籼ך⚥歲⚅׷
CIOծCISOծCDOծCTOծインٓؿ 顑⟣罏
侧(46%)⼱רקծ׍ֲך׉ծ׃ה㼎韋׾

ָ獳遤إٗفス100%׾㸣✪ה׋׃㔐
瘶ׅתְג׃կ
פ88%ָؙٓウドךーتծITリー׃ַ׃
֮ה׷ְג׃崞欽ח剑㣐ꣲ׾獳遤ך
ծ荈ד倯♧׷ְג׏䭯׾⥋荈ך玎䏝׷
爡ָؙٓウドインٓؿ 剑㣐׾〳腉䚍ך
ꣲח崞欽ה׷ְג׃然⥋׷ְג׃リー
կׅתְג׏תוהח22%ַ׆׻כーت

Iّٝءؙإ

㹋䡾ךسؙؐٓ׷胜兝に֮ך䱰欽زأٓزٗئ
劤锃叨כדծչؙٓウドպכ⟰噟ٙزحطーؙⰻٗךーٕؕデータإンターזֻכד ծイン
ターمג׃➜׾زحطス؟׋׸ׁزーؽスג׃ה䲿⣘ׁ׷׸アفリ؛ーّء ンծデータծٙ ー
ؙٗード׾䠐㄂ׅת׃կSoftware as a Service (SaaS)ծInfrastructure as a Service (IaaS)ծ
Platform as a Service (PaaS)ծؙ ٓウドח穈׫鴥مכ׋ת׷ְג׸תスٓف׷ְג׸ׁزイ
ءーّ؛リفアزーك ンח׸ָֿוז鑩䔲ׅת׃կ

荈爡ָ植㖈ؙٓؐךٓؿٝ؎س〳腉䚍׾
剑㣐ꣲに崞欽׃ていה׷䓼 然ֻ⥋׃てい׷
㔐瘶罏ךⶴさ

22% さ鎘
14% ْーٗػح
42% ⽂⻌アًリؕ
24% アآア㣕䎂峔
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ءؙّإךծ如כ ンד鑫ֻ׃ 铡僇ׅת׃կ

ծؙ׃ַ׃ ٓウド獳遤ך胜兝׷֮חⰋ⡤涸
ウؙٓךーتծITリーה׷ぢֽ׾湡ח堣⹛ז
ドח㼎ׅ׷鋅倯כח呎劤涸ז㠖ָ֮׶ծ׉
ִ♷׾䕦갟ח剣⸬崞欽ךウドָؙٓ׉ֿ׸
زタٕآկ穈籼ָデׅת׶ַ׻ָהֿ׷ְג
ٓンスؓؿ ーًーّء ンآٗفェ 䱿鹌׾زؙ
⵴ךزス؝穠卓ծ׋׃锃叨׾銲㔓ז⚺׷ׅ
幾ծ䪮遭ꬠ倜ך⤛鹌ծ؟イغーリスؙך盖
椚ָא3ך♳⡘ח䮙ָ׋׃ת׶կ

ؙٓウドكースך橆㞮כד余䷼㼎韋걄㚖ָ旗涪涸ח㟓⸇׃ծインターחزحط䱸竲
スծِؽー؟ךגץׅ׷ׅ ーؠーծデغイスָ悵㖈涸ؒזンزリーهイン׶זהزծ
腘㪬ַך׵⥂隊ָ䗳銲ז腚䓲䚍ך넝ְ桠ꟼ〡ׅת׶זהկ

102023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ ئ زٗٓ スز䱰欽ך胜兝ؙٓ׷֮חウドך㹋䡾

銲傋ךI劤剅ّٝءؙإIّٝءؙإ 傍׶ַ׻ IIّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションII セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



׸䱿鹌ׁג׏״חծITד植㹋涸חꬊ䌢גץׅ
ꅾ銲䚍ָ넝ְך⵴幾زス؝կ㹋ꥷծׅתְג
ְה穠卓ך䔲搫ה׷ִת驎׾ծ植朐כהֿ
ծָֿ׿ׇת׸׃׮ַ׷ִ ؙٓחず儗כ׸
ウドًז⚺ךリָزح⼧ⴓח椚鍑ְׁג׸
׃׉կׅתְג׃爙׾הֿ׷〳腉䚍ְָ֮ז

׷ׅزーه؟׾㹋ָծ劤勻ؙٓウド✲ךֿג
ذ׷ְג׃㶷㖈ח׭׋ ظؙٗ فアךפーآ
ٗーך׉הث⢪欽ח䕦갟׷ְג׃ר⿹׾〳
腉䚍ָׅ֮דך׷կ➙ֿ׾زأٓزٗئ׉罋
הֹ׷ִ կׅד

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

ٗفّٝء٦ً٦ؓؿأٝٓزٕةآر
ؑآ :椚歋(㕂ⴽ)ז⚺׷䱿鹌ׅ׾زؙ

112023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ ئ زٗٓ スز䱰欽ך胜兝ؙٓ׷֮חウドך㹋䡾

銲傋ךI劤剅ّٝءؙإIّٝءؙإ 傍׶ַ׻ IIّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

קծ׶ֶג׃荜♧ה鋅鍑זٕغーؚٗכٕآٓـ
ؿ穈籼ָITインٓךו׿ה ך剑㣐׾⵴幾زス؝ך
⹛堣ג׃ה䮙ׅתְג־կ

ծْ׃ַ׃ ーٗػح长㕂ך♧鿇ֻ׋׏תכד ⴽך
朐屣דծٓؿ ンスعכイـリحドٙーؙך㹋植ח
剑׮ꟼ䗰׾爙׃ծスウェーデンך剑⮚⯓✲갪כ
ِーؠーؒ スؙلリؒンスׅתְג׏זהկ

ś
ーكظイךוזンؚ؍ذーُؾン؝آحؒװ
ءّ ンך⤛鹌כծ傈劤ծً ーٕهンؖءծ؝ءؗ
׏זה갪✲⯓⮚ד㕂׷ꅾ鋔ׅ׾㼛勻䚍ךוז
׮⸇㟓ך渣　כדーٕهンؖءծ׋תկׅתְג
ず圫חꅾ銲鋔ׁׅתְג׸կ
スהٕآٓـכ⻉剑黝ךスإٗفスطآؽծ׋ת
կ׋׃ת׶Ⰵח銲㔓ך3فحزדインل

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションII セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法

ブラジルはグローバルな見解と一致しており、ほ
とんどの組織がITインフラのコスト削減を最大の
動機として挙げています。

しかし、ヨーロッパ諸国の一部ではまったく別の
状況で、フランスはハイブリッド ワークの実現に
最も関心を示し、スウェーデンの最優先事項は
ユーザー エクスペリエンスとなっています。

5Gやエッジ コンピューティングなどのイノベー
ションの促進は、日本、メキシコ、シンガポール
などの将来性を重視する国で優先事項となっ
ています。また、シンガポールでは収益の増加も
同様に重要視されています。
また、ビジネス プロセスの最適化はブラジルとス
ペインでトップ3の要因に入りました。
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ծֿ׵ַהֿ׷ְג׏䮙ָח ードعך׵׸
חزスٓزٗئג׃ה䩛媮׷剪ׅ⯘׾ٕ
ꟼ䗰׾䭯א穈籼ָ㟓ִכך׷ְג䔲搫ה
׳ֲ׃ד׷ְִ կ➙㔐ך锃叨㔐瘶ַ׵ծֿ
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إךزスٓزٗئ׷㼎ׅחثーٗفアך
ُؗリך♳؍ذ⮚⡘䚍גְאחծ穈籼ָ
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կ׋׃ת
䖞勻㘗ٙزحطךーؙُؗإהリך؍ذイ
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ウドٓزンスؓؿ ーًーّء ン׾㹋植ֹד
կׅתְג罋ִהְז

ءؙّإ ٝII

溪ךزأٓزٗئך椚鍑
ئ زٗٓ スכהز剑㼭暴埄アؙإスח⸇ ծِגִ ーؠーװアفリ؛ーّء ンכ劤颵涸ח⥋걾ׁכדֹץ׷׸
ב㛇ֻח⵱⾱ְֲהְז ծ植➿ך穈籼׾⥂隊ׅך׭׋׷⺪䭍涸ؗإז リُ؍ذアٗفーדث կׅׅ 侯ָגץ
㼎涸ְֲה׷֮ד⟎㹀ַ׵㨣׶תծِ ーؠーךアイデン؍ذ؍ذー؝הンؗذスח׫ךز㛇גְב⥋걾׾然
甧׃ծهリءー׷ײ׵֮כ媮ꥡ؜דーؗزーػーג׃ה堣腉ת׃ կׅ碛㕂כדծアً リؕ 㕂甧垥彊䪮遭灇瑔
䨽(NIST)ָئ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ーך㛇劤⾱⵱׾չ暟椚涸ז㜥䨽ٙزحطכ׋תーؙך㜥䨽(ٗーؕ
ٕؒリアٙزحطーؙװインターוזزحط)ծ֮ ְב㛇ח׫ך(䨽剣➂⦍כ׋ת噟⟰)䨽剣埄ך项欵כְ׷
ֿ׷ׅ♷➰׾걾⥋ך农럀חزーアؕウンؠーِװծ项欵ג պְֿז׃ⴖ♧כה תְג׃㹀纏הה կֿׅ ծכ׸
僓ַ׷֮׵չ寸ג׃⥋欽ׇ׆ծ䌢ח然钠ׇ״պְֲה鎉衝דך׮׋ִ׵׊זח կׅ

132023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ 溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإIIّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



⸇ח؍ذリُؗإ ーؒؠーِכחծIT鿇Ꟍגִ スؙلリؒンスך㉏겗׾⸬卓涸חⴓ匿ծ
زٓ ン؍ذーُءٕـ ծؚ鍑寸ׅך׭׋׷窟さツーָٕ䗳銲ה罋ִ׷㔐瘶罏ךⶴさ

VPNװ㞮歲؋ؿイアウؓ ーٕ؟׮׵׍וכイغー余䷼ַך׵
⥂隊װծアفリ؛ーّء ンزٓך ח⻉〳鋔ך䷼余ן״ֶؙح؍ؿ
ⶴさך㔐瘶罏׷罋ִהְז卓ָ⸬כ

䖞勻㘗ٙزحطךーؙُؗإリ؍ذインٓؿ ז㸜Ⰻכד
ؙٓウドٓز ンスؓؿ ーًーّء ンכ♶〳腉הֿ׷֮דծ
ءーّ؛リفア׋ת ンךפリٌーزアؙإスך⥂隊חꟼ
ئծכג׃ زٗٓ スٙزحطزーؙアؙإスָ䖞勻㘗ך
イアウؓ؋ؿ ーٕװVPN׮׶״僇הֿ׷ְג׸⮚חַ׵
ⶴさך㔐瘶罏׷ְג׃钠陎׾

IIّٝءؙإ

溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

142023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

• 85%インド
• 81%碛㕂
ٕآٓـ75% •

ーٕهンؖء75% •
• 73%スウェーデン

75%

73%

81%

85%

75%

• 72%インド
ーٕهンؖء65% •
• 64%傈劤

• 57%ドイツ
• 56% 碛㕂

72%

64%

57%

56%

65%

• 70%インド
؝ء63%ًؗ •
• 62%碛㕂

ーٕهンؖء56% •
• 51%スلイン
• 50%傈劤

70%

62% 51%

50%

50%

63%

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法

• 85% インド
• 81% 米国
• 75% ブラジル

• 75% シンガポール
• 73% スウェーデン

• 72% インド
• 65% シンガポール
• 64% 日本

• 57% ドイツ
• 56% 米国

• 70% インド
• 63% メキシコ
• 62% 米国

• 56% シンガポール
• 51% スペイン
• 50% 日本



ծח♳⟄ֽ➰䠐陎ךפ朐屣זֲ״ךֿ
剑׮劍䖉䠬ָ넝׷ת銲稆כג׃הIT
リーتーָח׸׉䘔ׄג遤⹛׾饯ֿ׃
կؙׅת׶挿ְֲָ֮ה׷ְג ٓウドפ
♳⟄90%ך㔐瘶罏׋׃Ꟛ㨣׾獳遤ך
ئծכ زٗٓ スُؗإزリ؍ذ䨌殛ׅ׾
㹋ךծ➙䖓12ַ剢⟃ⰻַ׫㹋倵幥חד
倵חぢֽ׶》ג穈׾׫鹌ׅתְג׭կ
ئ زٗٓ スُؗإزリ؍ذ䨌殛ך㹋鄲ח
׾⯓インドָ♧娄הծイタリアכגְֶ
遤 ծֹイタリアך穈籼97%ךծインドך穈
籼ئ96%ָך زٗٓ スُؗإزリ؍ذ䨌
殛׾㼪Ⰵַ׷ְג׃ծ㼪Ⰵ⚥ה׷֮ד㜠
デׅתְג׃կ

ؙٓウドךפ獳遤׾Ꟛ㨣׋׃㔐瘶罏כ♳⟄90%ךծ
ئ زٗٓ スُؗإزリ؍ذ䨌殛חדׅ׾㹋倵幥ַ׫ծ
➙䖓12ַ剢⟃ⰻך㹋倵חぢֽ׶》ג穈׾׫鹌ג׭
կׅתְ

90%

152023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ 溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإIIّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIIّٝءؙإ ��ّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



ئ زٗٓ スُؗإزリ׾؍ذ㼪Ⰵ幥
穈籼ծ㾜Ꟛך⚥穈籼ծ植㖈㾜Ꟛך׫
ח媮ꥡך鎘歗ז䨌殛涸ך׭׋׷ׅ
ⶴさך穈籼׷֮

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

162023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

IIّٝءؙإ

溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإ 傍׶ַ׻ �ّٝءؙإ IIIّٝءؙإ ��ّٝءؙإ �ّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

• 97% イタリア
• 96%インド
• 95% 
• 95%碛㕂
• 94%傈劤
• ٕآٓـ93%
• ーٕهンؖء93%
• 92%ドイツ
• ؝ء91%ًؗ
• 90% ؔٓンت
• 89%スلイン
• 89% ؿٓ ンス
• 88% ؔースٓز リア
• 85% スウェーデン

95%

96%

97%

95%

94%

93%

93%

92%

91%

90%

89%89%

88%

85%

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法

• 97% イタリア
インド
英国
 米国

• 94% 日本
• 93% ブラジル
• 93% シンガポール
• 92%ドイツ
• 91% メキシコ
• 90% オランダ
• 89%スペイン
• 89% フランス
• 88% オーストラリア
• 85% スウェーデン

• 95%
• 95%• 95%• 95%

96%インド



婍䙀׵ָזծٓزٗئスُؗإزリء؍ذス׾يذ㼪Ⰵ׶׋׃ծ㾜Ꟛׅ׷鎘歗׾
甧׮ג׃ה׋גծطآؽスイطーٓـーךג׃ה〳腉䚍׾剑㣐ꣲח涪䳸ְג׃
կ׿ׇת׸鎉ְⴖכה׷
✲㹋ծ锃叨穠卓׾鋅ה׷ծٓزٗئスָز⣛搫؟ג׃הイٗ⻉׋׃IT⚥䗰(ُؗإ
リاך(؍ذリُ ーّء ン׶ֶג׸ׁז׫הծ䊴׃鶕ُؗإ׋׏リך؍ذ铬겗ח㼎
Ⳣאא׃䨌遭涸ًזリ׮زح麦䧭ָׅתְג׃ծٓزٗئスכز穈籼׸ֿח⟃♳
կׅת׶〳腉䚍ָ֮׷䲿⣘ׅ׾ך׮ך

椚歋ז⚺׷㹋鄲ׅ׾٦ٍثؙذ٦ؗ،زأٓزٗئ

넝䏝ז腘㪬װWebアفリ؛ーّء ン余䷼ך嗚⳿ך何㊣ה堣㺘
データך⥂隊ך䓼⻉

隊⥂ךスإアؙزリٌーךーծ麊欽䪮遭شزーػーծتンك

何㊣ך㸜Ⰻ䚍ך䱸竲ךドٙーؙحリـイع

䖞勻㘗ٙزحطךーؙُؗإリ؝ך؍ذスהز醱꧟䚍ך⡚幾

65%

44%

27%

24%

ئ زٗٓ スכز⣛搫؟ג׃הイٗ⻉׋׃IT⚥䗰(ُؗإリ؍ذ)اךリُ ーّء ンׁז׫ה
ئծָׅתְג׸ زٗٓ スכز穈籼׾ך׮ך♳⟄׸ֿח䲿⣘ׅ׷〳腉䚍ָׅ֮ת׶կ

172023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ 溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإIIّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



Webアفリ؛ーّء ン余䷼ך嗚⳿׾何㊣ׅ׭׋׷

堣㺘データך⥂隊׾䓼⻉ׅ׭׋׷

リٌז㸜Ⰻחーծ锜頾噟罏شزーػーծتンك ーزアؙإス׾䲿⣘ׅ׭׋׷

넝䏝ז腘㪬ך嗚⳿׾何㊣ׅ׭׋׷

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

⚅歲⚥ָٓؿٝ؎زأٓزٗئד㹋鄲ׁ
椚歋ז⚺׷׸

182023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

IIّٝءؙإ

溪ئך زٗٓ スךز椚鍑

銲傋ךII劤剅ّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ٕآٓـ44% •
• 3ś%ًؗ؝ء

ٕآٓـ44% •

• 33%ؔースٓز リア
• 32%傈劤
• 24%ؔٓンت

35%

30%26%

41%

42%

52%

39%

35%

44%

44%

33%

32%

24%

• 52%インド
ーٕهンؖء42% •
• 41%碛㕂
• 39%イタリア

• 35% スلイン
• 30% ؿٓ ンス
• 26%薉㕂

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションIII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法

• 44% ブラジル
• 35% メキシコ

• 44% ブラジル

• 33% オーストラリア
• 32% 日本
• 24% オランダ

• 52% インド
• 42% シンガポール
• 41% 米国
• 39% イタリア

• 35% スペイン
• 30% フランス
• 26% 英国



ئ زٗٓ スֲֿךפز ーٗفア׋ְ׏
ُؗإ׫ךד媮ꥡך剑ⴱךծ㢌ꬠכث
リח׭׋ך؍ذ⢪欽ׅדך׮׷ծスؾー
ドה䭁䓸䚍גְֶח穈籼ךデآタٕ⻉
ך׉כֹה׷ְג׃⣛㶷ח⸃ꬠ倜腉װ
〳腉䚍ָ㣐䌴חⵖꣲׁׅת׸կ
ئ زٗٓ ス׷ז⽃׾ز䪮遭װ醡ㅷ׃ה
זֻכדג ծ黝ⴖח椚鍑ׅדהֿ׷ծイ
ンٓؿ ך倯׶֮ךスطآؽ知稆⻉ծך
ⱄ罋ծ㸣Ⰻחデآタٕ⻉ׁآؽ׋׸
կ⢽ִׅת׶זח鯄䳔ָ〳腉ךפスط
ئծל زٗٓ ス׾ز㹋植׋׃⟰噟כծ荈
爡ךגץׅךアفリ؛ーّء ンה穈籼
ⰻחגץׅך㼎ג׃㸣Ⰻַא姻然זイ

ンكンزリー׾⡲䧭ׅתֹדկֿ كインך
ンزリーח㛇גְבծإٗفスך剑黝⻉ծ
䱖ꤐծךードウェアعך⵴幾ծ傊䒭زス؝
⸬桦⻉חוזꟼׅ׷䨌殛涸ז䠐䙼寸㹀
ָ〳腉ׅת׶זחկ
ծֿ׃ַ׃ ֲ ❦׾زحリًז䨌殛涸׋ְ׏
ئծכח׷ׅ」 زٗٓ スחزꟼׅ׷ حً
׶״ծ׸׵׸Ⰵֽ」ד箍䕵⠓》ָآーإ
䎢眔ז✲噟䨌殛ך♧鿇׷׸ׁז׫ה䗳
銲ָׅ֮ת׶կئ زٗٓ スָز䭯א䠐㄂װ
然㹋♶׌תְכ䕦갟׷ִ♷חスطآؽ
㢳׮銲稆ז ծֻスؘٕؗ ׃㶷㖈ָفحٍ
ئկׅת׶〳腉䚍ָ֮׷ְג زٗٓ スךز
湡垥כ剑넝ُٖؗإךٕكリ׾؍ذ笝䭯

穈籼ָ䫎项׃ていٓزٗئז⚺׷
䪮遭زأ

30%

29%

27%

ードウェアع넝ְךծ盖椚頾蚚׵ָז׃
ؿインٓג׃䱖ꤐ׾ Ⰻ⡤׾知稆⻉׃ծ穈
籼ָ実طآؽ׷׭ス䧭卓׶״׾知⽃ח
㹋植ׅׅדהֿ׷կֿ 穗׬ろ׾ծCIO׾׸
㌀ꤏח椚鍑ֲֿ׵׮ג׃ 筜ך䔲꬗ָה
䚈铬겗ׅתְִהկ
穈籼ָ➙䖓12ַ剢꟦ך䫎项ג׃⯓⮚׾
ئ׷ְ زٗٓ スز䪮遭ך朐屣׾鋅ה׷ծ
✲噟♳ًךリחزحꟼׅךֿ׷椚鍑ָ䎢
ׅת׸》ג㹋ָ鋅✲ְֲה׷ְג׏ת
ָծ㕂װ㖑㚖لך׉דースכ衼ֻ׃ 殯ז
կׅתְג׸ⴓ婍ׁ⼧׮⡭㖑ךծ何㊣׶

ئ زٗٓ スٙزحطزーؙアؙإス(ZTNA)

ؙٓウド؋ؿイアウؓ ーٕ

䞔㜠怩峾꣇姺(DLP)
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㖑㚖ך鋔挿⽂⻌،ַًٔؕך׵㡮
Amit Chaudhryծتٗف ؍アデٖصءンؚ䬐䔲؍ذ؛ーوزؙ タؙー

植㖈ծ穈籼ؙٓכウドծٌ ծAIծ؍ذリؽ
IoTծOT䪮遭׾䱰欽ג׃ծطآؽスך佴
䰦䚍װ畸✯⸂׾ぢ♳ׇׁתְג׃הֲ״
ׅկِ ーؠーוֿכ כ׸׉ծגְ׮דח
データ׮גְאחずׅׄדկ׃ַ׃䔲搫ך
نٓ؝넝ְך欰欵䚍דծ넝鸞׵ָזהֿ
ٖーّء ンח׭׋ךծِ ーؠーדאְכ
וֿ׮ ׃スإ湫䱸アؙחリفア׮ד׵ַ
罋הְ׋ կׅתְגִ
䚈鸞لזースד鹌׬デآタٕٓز ンス
ؿؓ ーًーّء ンכծ䝤䠐׾䭯׋׏アؙ

ターח⡦⼧䎃׮⵸ַ׵⢪׷ְג׸׻
ؙذアーؗ؍ذリُؗإהーؙٙزحط
ثٍ ー׾䝤欽ׅ׷堣⠓׾欰ת׃ג׃⳿׫
イٓف؟װウェアي؟ンٓחկ暴׋׃תְ
ז׵זח嫰鯰כה⵸⟄כ䷼ェーン余ث
״ָ䷼ծ余ג׃׉կׅתְג׃⸇㟓וקְ
イア؋ؿװծVPNג׸אח׷ׅ⻉䊪㦩׶
ウؓ ーٕ׾⢪欽׋׃㞮歲كースُؗإך
リٙزحطכ؍ذーؙ׾㸜Ⰻח⥂隊ֹד
ーؒؠーِ׋׸⮚ծ׆ スؙلリؒンス׾
䲿⣘זֹֻד կׅתְג׏ז

㸜Ⰻعזイـリحドٙーؙ׾㹋植ׅ׷
イアウؓ؋ؿכծ穈籼ח׭׋ ーٕװVPN
リفア׆׻㉏׾儗꟦װծ㜥䨽׃⽱膴׵ַ
ءーّ؛ ンךפ넝鸞تזイٖ アؙزؙ
ئ׷隊ׅ⥂׾スإ زٗٓ スزアーؙؗذ
ثٍ ーח䚈鸞ח獳遤׃㨣ׅתְג׭կア
イデン؍ذ؍ذー؝הンؗذスחز㛇ב
إ剑㼭暴埄アؙ׷׸䱸竲ָ然甧ׁגְ
スך⾱⵱ד圓眠ׁئ׋׸ زٗٓ スכزծ
データ׾⥂隊ׅדֲִ׷剑ء׮ンַٕف
կׅתְִה罋ִ倯זꅾ銲א
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ؽװ䭯つ䠐㄂ָزأٓزٗئ
׌תいכ䕦갟׷ִ♷にأطآ
♶然㹋ז銲稆׮㢳 ծֻٕؗأ
ؘ 〳腉׷てい׃㶷㖈ָفحٍ
䚍ָׅ֮ת׶

2023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ



ءؙّإ ٝIII

ـ؎ع زٗئ׷㹋植ׅ׾٦ؙٙسحٔ
鯄䳔ךפزأٓ
ؿインٓךドٙーؙحリـイع ծ䖞ח׆ⴖ涪欰ׇׁ♧׾盖椚ז醱꧟װծⵖꣲכה
噟㆞ָ暟椚涸ז㜥䨽הリٌーز꟦ד➬✲橆㞮ء׾ーٖيスחⴖ׶剏ִ׷׸׵イ
ンٓؿ կׅת׃䭷׾

剑ⴱتؙحٗךウンָ涪欰׃ծ㢳 穈籼ךֻ
ָ荈㸓⹶⹡ך彊⪒ח鷄ֹה׋ְג׸׻
ծֿכ 䲃縧պָזչ♧儗涸ך 倜ְ׃⫴ֹ倯
Ꟛ׾䩔ךפ ծֹֿ 倯ָ✳䏝ֹ⫴ךדת׸
✮׮铩כהוזְז׵䨱כחֲ״ך⯋ה
庠׋׃ד׿ׇתְג׃կ
植㖈כ荈㸓؍ؿؔװスծ׸׉⟃㢩ך㜥䨽

㹋植ׅ׾׸׉ծ׶זחֲ״׷ֹד⹶⹡׵ַ
կׅתְגֹד⪑彊׮䪮遭ך׭׋׷
㔐瘶罏כ荈爡ך䖞噟㆞ָׁזתׂת鼅
䫛肇׾崞欽׃ծ➙䖓12ַ剢꟦ך⫴ֹ倯כ
㸣Ⰻ؍ؿؔזス⹶⹡(38%)ծ㸣Ⰻזリٌー
׸ⴓַחド(27%)حリـイع⹶⹡(35%)ծز
ծֿ׶ֶג׃庠✮ה׷ 嫰ד⚥歲⚅כ侧㶵ך

鯰涸♧顐ׅתְג׃կ
ITリーتー3ךⴓ2ך鵚 ծ荈爡ָכ(62%ֻ)
イـع リحド橆㞮׾崞欽׷ְג׃ծכ׋ת
リٌ ーדز⡲噟ׅך׭׋׷厫鮾䚍׾⼧ⴓ
ծד倯♧׷ְג׃㔐瘶ה׷ְג׃䲿⣘ח
3ⴓ׸׆ְָ(38%)♳⟄1ך㸣Ⰻ؍ؿؔח
スח䨱ה׷✮庠כהֿ׷ְג׃끅 ず儗הֻ

կֿׅתְִה穠卓ֹץծ䧄䙀ׅח ծכ׸
㼎꬗׶》׶װךד(⼔洽؟װーؽス噟וז)
ָ䗳갭׷זה暴㹀ך噟歲כג׏הח⼧ⴓ
椚鍑ׅתֹדկ׃ַ׃ծ׸׉⟃㢩ך噟歲ך
㜥さծֿ ֿ侧䎃꟦ד㹀滠׋׃厫鮾ז➬✲橆
㞮׾䖞噟㆞ח䲿⣘ל׸ֽזֹדծ➂勞ך
然⥂װ笝䭯ח蕱⸤ׅ׷〳腉䚍ָׅ֮ת׶կ
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➙䖓12ַ剢꟦に✮䟝ׁ׷׸㸣Ⰻ٦ٌٔז
ـ؎ع⹶⹡ծأ؍ؿؔז⹶⹡ծ㸣Ⰻز سحٔ
⹶⹡ך䖞噟㆞ךⶴさ

劤勻ך䠐㔳כⴽג׃הծITُؗإה
リך؍ذインٓؿ ָծֿ ⻉鹌חֲ״ך
׷ֹד㼎Ⳣח⻉㢳圫ך倯ֹ⫴׷ׅ
ֻ׋׏תכֲַוַ ⴽך㉏겗ׅדկ
锃叨㼎韋׋׏זהⰋ⚅歲ךIT䠐䙼
寸㹀罏ד⚥ךծعイـリحドٙーؙ
ئ׋׃⻉暴ח زٗٓ スكزースךイ
ンٓؿ 㔐ה׷ְג׸ׁ⪑侭חדָׅ
瘶׶תוהח19%ַ׆׻כך׋׃ծ
넝䏝חⴓ侔׋׃➬✲橆㞮׾㣐鋉垷

38% 㸣Ⰻ؍ؿؔזス⹶⹡

35% 㸣Ⰻזリٌーز⹶⹡

הְֿזְג׏彊⪒ָ侭׷Ⳣ椚ׅח
ָ嵤ֹ䕝׋׃ת׶זח׶կׅ インחד
ؿٓ 竲ח噟⟰׋׃刿倜׾ ծֹ50%ך
⟰噟ָئ زٗٓ スكزースعךイـ
リحド䨌殛׾㹋鄲⚥כ׋ת鎘歗⚥ד
կ׋׃ת׶ַ׻ָהֿ׷֮
ーծ锜頾噟شزーػーծتンكծ׋ת
罏ծ䊨㜥װ堣㐻ٖلؔךーターז
ֻ⫴דド橆㞮حリـイع♳ծ䚍颵ו
䖞噟㆞ח㸜Ⰻזリٌーزアؙإス

ئח׭׋׷䲿⣘ׅ׾ زٗٓ ス׾ز㹋
鄲כ׋ת鎘歗׷ְג׃⟰噟גְֶח
ئծכ زٗٓ スٙزحطزーؙアؙإ
スָ➙䖓12ַ剢꟦ך⮚⯓䫎项ⴓꅿ
կׅתְג׸爙ׁח僇然ָהֿ׷֮ד
獳ךפドٙーؙحリـイعծכ׸ֿ
遤ָ鹌ד⚥׬ծ䊴׃鶕׋׏铬겗ח㼎
䘔ׅך׭׋׷꨽銲ך넝ׁ׾爙㇗ג׃
կׅתְ

锃叨㼎韋׋׏זהⰋ⚅歲ךIT䠐䙼寸㹀罏ד⚥ךծعイـ
リحドٙーؙח暴⻉ئ׋׃ زٗٓ スكزースךインٓؿ ָ
կ19%׋׃ד19%ַ׆׻כך׋׃㔐瘶ה׷ְג׸ׁ⪑侭חדׅ

ドحリـイع 27%

232023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

IIIّٝءؙإ
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Ⰻ⡤ג׃הծ薉㕂ئכ زٗٓ スكزースعךイـリحド䨌
殛ך䱰欽ח剑׮嶊噰涸׸׵׫ה׷֮דծ21%ך穈籼ָ植
儗挿عדイـリحドインٓؿ זֻכ鎘歗׷㹋鄲ׅ׾ ծׁ ׵
׷⢪ְ竲ֽ׾ス䪮遭إアؙزリٌーךדת׸20%ָֿח
կׅתְג׃㔐瘶ה

⣛搫ג׃ה鎘歗⚥ך媮ꥡ׷֮ח㕂

ئ زٗٓ スكزースعךイـリحド䨌殛
㕂׷ְג׏זה㹋鄲ָ剑⮚⯓✲갪ך

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙
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• 37%インド
ーٕهンؖء36% •
• 33%傈劤
• 29%ドイツ
• 29%ؔٓンت

؝ء34%ًؗ •
• 27%碛㕂
• 27% ؿٓ ンス
• 25%スウェーデン
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• 37% インド
• 36% シンガポール
• 33% 日本
• 29% ドイツ
• 29% オランダ

• 34% メキシコ
• 27% 米国
• 27% フランス
• 25% スウェーデン



ـ؎ع 穈籼ָ׷٦ؙに獳遤ׅٙسحٔ
剑׮䧄䙀ُׅؗإ׷ 铬겗ך؍ذٔ

ـ؎عךأ٦كزأٓزٗئ ؎٦ؙٙسحٔ 㹋鄲כ׋תծ׷㹋鄲ׅ׾ٓؿٝ
椚歋׷鎘歗ׅ׾

䖞噟㆞ָؔンىٖفスؙٓה ウドكースךアفリ؛ーّء
ンװデータחアؙإスׅ׷ꥷחծ♧顐䚍ְؒזך スؙلリ
ؒンスָ涪欰׷ְג׃

׃♴欰欵䚍ָ⡚ך䖞噟㆞דスָ⾱㔓إーؙアؙٙزحط
׷ְג

䖞噟㆞⦐➂ךデغイスַ׵アفリ؛ーّء ンװデータחア
ְזֹדスإؙ

䔲搫׵ָזծـعイ リحド⻉ָ♧㾴鹌׬穈籼
ؗإג׏הח リُכ؍ذ剑㣐ך䧄䙀✲갪ד կׅ

イـعכ锃叨穠卓ךծ➙㔐׃ַ׃ リحド
ٙーؙ橆㞮ؗإ׷ֶֽח リُכה؍ذ腘
㪬׾꣇ זֻדּֽ׌ ծ䖞噟㆞ַ؟׵ード
スطآؽװイَーٓف؟ךー؍ذーػ
ؿインחーؠծ䌴䎢ְِーדתーشزーػ
ָהֿ׷䲿⣘ׅח㸜Ⰻ׾スإアؙךפٓ
ꅾ銲ז铬겗ָהֿ׷֮ד爙ׁ׷ְג׸挿
կׅת׶䗳銲ָ֮׷殅䠐ׅח
ؗإծחׁ׵ リُח؍ذ㼎חדׅכג׃䔲
搫ך劍䖉ָׁד⚥׷ְג׸ծئ زٗٓ スز
イـعךースك リحドٙーؙインٓؿ ׾
㹋鄲כ׋ת鎘歗׷ְג׃⟰噟ךכד׵ז
䱰欽椚歋׶׻⸇׮ծ䖞噟㆞ؒך スؙلリ
ؒンスװ欰欵䚍ח䕦갟ئׅ׵׋׮׾ زٗ
スٓازリُ ーّء ンָ׶״䎢眔طآؽח
スךפ䕦갟׾♷ ׻ָהִֿ׷ גֹגַ׏
կׅתְ

52%

46%

リٌהزحطインターךظ39%ٌ ーزアؙ
スإアؙךפزحطスインターإ

ؔンىٖفスٓفךイكーزアفリծ
ؙٓכ׋ת ウドⰻٓفךイكーزア
ーؙٗード(IaaSծPaaS)ٙהリف

麊欽䪮遭(OT)ءスהيذインター
倯⚕ךスإアؙزحط

53%

54%

32%
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⡚ך欰欵䚍׷饯㔓ׅחスإーؙアؙٙزحط
♴ָ倜ְ׃インٓؿ ׃ה椚歋ז⚺׋׃㢌刿ח
㕂׋־䮙ג

ْーٗכדػحծ♧顐䚍ְؒזך スؙلリؒンス
罋ה铬겗׾ 穈籼׋׏זה锃叨㼎韋כך׷ְגִ
׷תוהח秈⼱侧ך

♧顐䚍ְזךアؙإスؒ スؙلリؒンスָ
㢳 涪ֻ欰ׅה׷㜠デ׋׃㕂

ئ׷㹋植ׅ׾ドٙーؙحリـイع زٗٓ スךפز鯄䳔

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙
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70% 日本
68% インド
64% 米国
62% シンガポール

52% スウェーデン
49% オランダ 
47% フランス
45% ドイツ

55% メキシコ
48% スペイン 
47% 英国



笝׾欰欵䚍דドٙーؙ橆㞮حリـイع
䭯ِׅכח׷ーؠーؒ スؙلリؒンス
ָ噰ג׭ꅾ銲 – ֿ ן㷕ך僴䎃䏝כ׸
״ח锃叨穠卓ךծ䔲爡׋תկׅדא1ך
ؒדתծ植㖈ל׸ スؙلリؒンス㉏겗
ؿ荈爡インٓך׭׋׷㼎Ⳣׅח ➿植ך
׀㖑㚖כードؾծ㼎䘔スכג׃ꟼח⻉
կׅתְג׏ז殯חה
噟橆⟰ך➿植׬㾴ⴓ侔⻉ָ鹌♧׶״
㞮ד剑黝ِזーؠーؒ スؙلリؒンス
ծِכח׷㹋植ׅ׾ ーؠーٓز ح؍ؿ
穗歋׾زーٕך剑瀉׶ꣲז〳腉׾ؙ
ءーّ؛リفアג׃ ンח钷㼪ג׃ծٖ イ

䗳銲ָ֮׷㔐鼘ׅ׾鱖鱄הーءンذ
ドٙーؕーحリـイعך➿կ植ׅת׶
ծ荈㸓ծؔכ ד׵ַוז⯓⳿スծ㢩؍ؿ
ー؛リفアז䗳銲ד䌒㚖䌴ז剑黝׮
ءّ ンח⹛涸חアؙإスׅ׷䗳銲ָ֮
ח罋䣁ָ⟰噟ך崧⹛䚍ך׉ծ׭׋׷
実ׅת׸׵׭կؒ スؙلリؒンス⟃㢩
فアזծ䖞噟㆞ָ噟⹡♳♶〳妀׮ד
リ؛ーّء ンךפアؙإスؿؓػך ー
リُؗإ㜥さծְז׃弫駈חンスو
ֿ׷垷稊ׅ׾倯岀׷㔐鼘ׅ׾ⵖ䖴؍ذ
׷䕦갟ָ涪欰ׅךスشイوծ׶֮׮ה
〳腉䚍ָׁח׵넝ׅת׶תկ

عךースكVPNךծ䖞勻㘗׃㼎ח׸׉
イـリحドٙーؙインٓؿ ג׃⢪欽׾
ז呎劤涸׶״ծכ噟⟰׋׃㔐瘶ה׷ְ
リٌーٙزーؙך㉏겗ח䒷ֹ竲ֹ《
կֿׅתְג׃㜠デה׷ְד׿穈׶ ㉏ך
겗כחծؔ ンىٖفスהリٌーךز䖞噟
㆞ד殯ُؗإ׷זリ؍ذインٓؿ 盖ך
椚ָ醱꧟(47%)׷֮דծ䖞噟㆞ָアف
リ؛ーّء ンؿؓػך ーوンス⡚♴׾
穗꿀(39%)׷ְג׃ծIT鿇Ꟍָリٌーز
ِーؠーぢֽِךーؠーؒ スؙلリ
ؒンスصٌךタリンؚزٓה ーُءٕـ
䮙ָ(37%)ְזֹדח⽃知׾ンؚ؍ذ
կׅת׸׵־

㢳כ獳遤ךפドٙーؙحリـイع ךֻ
➙ծָׅת׃婍׾䧄䙀ך♳؍ذリُؗإ
㔐䖤׋׸׵㔐瘶ה׷׫׾ծعイـリحド
䕎䒭ךד噟⹡ָך׮ְֲהアؙإスծ
ؒ スؙلリؒンスծؿؓػ ーوンス׻ח
הֿׅ׵׋׮ח穈籼׾铬겗ז㣐ֹ׷׋
կׅת׶ַ׻ָ
ئ زٗٓ スָز姻ֻ׃ 椚鍑ׁל׸׸ծֿ
ֲ ֿׅ⳿׾瘶ִח铬겗ךגץׅ׋ְ׏
׶׻ծIT鿇Ꟍָ㢌ג׃׉կׅתֹדָה
竲ֽ׷劍䖉⦼طآؽװス銲⟝ךפ㼎
䘔ח꧊⚥חֲ״׷ֹד知稆⻉ׅהֿ׷
կׅד〳腉׮

䖞勻㘗ךVPNكースعךイـリحドٙーؙインٓؿ 㔐ה׷ְג׃⢪欽׾
瘶׋׃⟰噟כծ׶״呎劤涸זリٌーٙزーؙך㉏겗׶》׮➙ח穈ְד׿
կׅתְג׃㜠デה׷
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㖑㚖ך鋔挿،آ،㣕䎂峔ַך׵㡮
Heng MokծAPJ CISO

アآア㣕䎂峔(APAC)㖑㚖כծչ1ךא
דֽ׻׷ֹד㼎䘔חגץָׅيذスء
պְֿזכ װ⻉կ俑ׅד爙ׅ葺ְ⢽׾ה
ٓイؿスタイָٕ幉ׄ׶さךֿ׋׏㖑
㚖כדծ䋐㜥ךפ✲➬חה׀アٗفー
⵸ַ⟄ؙحىンデػկׅת׶ז殯ָث
ꥡ㾴׶״כדーٕهンؖءװծ傈劤׵
涸ז圓鸡ח䖞׷ְג׏♧倯דծؔ ース
زٓ リアװインドך⸤⫴スタイٕ׶״כ
リٓ ح スְֲؙהך׮׋׃㣐ֹז麩ְ
ָ鋅׋׃תְג׸׵կ

アآア㣕䎂峔㖑㚖כחծ⚅歲ד剑׮⿑呓
ֶג׸ת鿪䋐ָろ׋׸ウンׁتؙحٗח
ծֿ׶ ֲ 鍑׵ウンַتؙحٗכ麩ְ׋ְ׏
佝ׁ׶״׹׃׬ג׸אח׷׸겥衼׏זח
ンءהծ傈劤׍ֲךկ锃叨㔐瘶罏ׅתְג
ծכ麓⼱侧ךIT䠐䙼寸㹀罏ךーٕهؖ
䖞噟㆞ָ㸣Ⰻ؍ؿؔחス⹶⹡ה׷זח✮
庠׶ֶג׃ծ㸣Ⰻחリٌーה׷זחز✮䟝
زースٓؔ׷ְג׃ リアהインドכה衼׃
㼎ֻ撑涸ׅדկ

㢳׶״➙כחծꞿ劍涸׃׌׋ ع穈籼ָךֻ
イـリحドٙーٌؙデٕ׾⦓㟓ְׇׁג
㢳ֻ׋耀ְ׾կ猘ָ鑧ׅתְג׃庠✮הֻ
ח湡ְֲה׷ׅ⥂然׾ծ➂勞כד穈籼ך
ドحリـイعח׭׋ךزحリְًז鋅ִכ
ٙーؙךスタイٕ׾鼅䫛ׅתְג׃կꣲ׵
׭׾勞➂׋׸ ծ⚥׷ׅ⻉畸✯ָ慧גּ׏
㢳 ׸Ⰵ׶》׾ーءリهך噟ָず圫⟰ךֻ
ծֿאא ーه؟חスٖيーء׶״׾獳遤ך
ذך׭׋׷ׅز ظؙٗ 嗚׾ؙحースタآ
鎢כהֿ׷ְג׃荚噰䔲搫׷ְִההֿך
կ׿ׇת׸׃׮ַ

282023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

IIIّٝءؙإ

ئ׷㹋植ׅ׾ドٙーؙحリـイع زٗٓ スךפز鯄䳔

銲傋ךIII劤剅ّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ IIّٝءؙإ IVّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

ゼロトラスト
の現状

ゼロトラスト
採用の背景
にあるクラウ
ドの実態

真のゼロトラ
ストの理解

ハイブリッド
ワークを実現
するゼロトラス
トへの転換

新興技術を統
合するためのゼ
ロトラストアプ
ローチの採用

ゼロトラストの
可能性を最大
限に引き出すた
めの取り組み

およびZscaler Zero
Trust Exchange

本書の要旨 早わかり セクションI セクションII セクションIV セクションV ZSCALERについて 調査方法



ハイブリッドワーク環境で生産性を
維持するにはユーザーエクスペリエ
ンスが極めて重要 – これは昨年度
の学びの1つです
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IVّٝءؙإ

倜莆䪮遭׾窟さׅزأٓزٗئך׭׋׷
䱰欽ךث٦ٗف،
倜莆䪮遭כהծו׿הק׌ת㹋欽⻉כ㹋植ךך׮ְזְג׃ծطآؽスח㣐ֹז
䕦갟ג׃ר⿹׾畸✯♳ך⮚⡘䚍׾⤛鹌ָׅהֿ׷劍䖉ׁ׷׸倜ְ׃䪮遭כ׋ת䚈
鸞ח涪㾜׷ְג׃䪮遭׾䭷ׅת׃կ

䔲搫׵ָזծ穈籼ָ実׷ְג׭䪮遭כリ
ٌーٙزーؙ׾〳腉׷ׅחデآタٕا
リُ ーّء ン׿ׇת׶֮כדֽ׌կ植➿ך
デآタٕ爡⠓כדծ麊欽䪮遭ך卓ׅ׋䕵
ⶴׅתׅתכ㣐ֹֻ תְג׏ז կֿׅ ⴓꅿך
ך䖞勻㘗חծ娖〷涸כスٌデٕطآؽך
㣐ֹֻחスإٗفהيذスء ⣛㶷תֹג׃
ךスإٗفスطآؽծָ׋׃ 知稆׷זׁ׵
׾〳腉䚍ךծ杝荈ג׃ה湡涸׾⻉⹛荈ה⻉
ז呎劤涸גぢֽח倜莆䪮遭ְ׃倜׋ִ⪑

㢌ꬠָ遤ה׷׸׻✮庠ׁׅת׸կ

ך䖓➙כג׃הծ穈籼׃ַ׃ 䪮遭׷זׁ׵
涸鹌娄׮罋䣁חⰅג׸ծ㼛勻׾鋅䰘 גִ
インٓؿ ךկITׅת׶䗳銲ָ֮׷寸㹀ׅ׾
䠐䙼寸㹀罏כծイكظーّء ンח㛇ֻב ؽ
ծ倜莆׃䪾䳢׾倯ぢ䚍זתׂתׁךスطآ
䪮遭ְַָח⸬卓涸طآؽחス堣腉؟׾
דزーه ծؔגְאחַֹ׷ ーفンז㪦⹲
ئկׅת׶䗳銲ָ֮׬荅ד زٗٓ スך׉כز
ꥷךٕؤػח剑䖓ؾךース׷זח〳腉䚍

IVّٝءؙإ

倜莆䪮遭׾窟さׅئך׭׋׷ زٗٓ スزアٗفーךث䱰欽

אא׃زーه؟ח⸃䓼׾ծ植㖈ծ⟰噟׶ָ֮
㼛勻涸ח涫㜥ׅ׷䪮遭ךפ彊⪒ְֲה꬗
ת׍䕵甧׮ד կׅ

ؙٓ ウド獳遤װデآタٕٓز ンスؓؿ ーًー
ءّ ンך♧菙涸ז⹛堣הず圫חծ׶״䌴䎢
ְ䨌殛涸䧭卓ח搊挿׾䔲ָהֿ׷גծ穈籼
ָ倜莆䪮遭آٗفェ 妀חꥷ׷鎘歗ׅ׾زؙ
׶זחַ׵僇ד穠卓ך㔐➙ָהֿ׷ְגֽ
կ׋׃ת

倜莆䪮遭آٗفェ 㣐ֹ׮剑ד㹋倵ךزؙ
׃㼎ח颵㉏ְֲה⡦ַכך׷זה铬겗ז
ؗإזծ30%ָ⼧ⴓכג リُה؍ذ㔐瘶
ծׁ׃ 皾銲✮ך׭׋ך⻉タٕآデ׷ז׵
ծ䨌׃ַ׃կ׋׃ת竲ֹח׸׉ָ(23%)⟞
殛涸طآؽזスך䠐䙼寸㹀ךפ⣛㶷׾
铬겗ג׃ה䮙והח19%ַ׆׻כך׋־
կ׋׃ת׶ת
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穈籼ה倜莆䪮遭ך꟦ח甧׷ַ׌כ׍㠖ָآّؽ ンך
妀㥴ה罋 㕂׷ְגִ

䠐䙼寸ך♳スطآؽז噟ָ䨌殛涸⟰ךו׿הק
㹀ךפ⣛㶷׾剑㣐ךꥺ㹱ג׃ה䮙׋־㈓♧ך㕂

㕂׷ְג׏זה銲⟝ָ铬겗ך皾ꟼ鸬✮ח⚺

׏זה铬겗ך䧄䙀ָ剑㣐ך♳؍ذリُؗإ
㕂׷ְג

➙䖓12ַ剢꟦ך⡚ٖイذン
ءーّ؛リف넝䚍腉アהーء
ンアؙإスךהꟼ鸬䚍

IVّٝءؙإ

倜莆䪮遭׾窟さׅئך׭׋׷ زٗٓ スزアٗفーךث䱰欽

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

倜莆䪮遭ؑآٗف ׮剑׷㹋倵にֶֽךزؙ
㣐ֹז铬겗(㖑㚖ⴽ)
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24% オランダ

28% スウェーデン

27% シンガポール
27% フランス

23% 英国
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✮皾♳ך䧄䙀כ✮庠〳腉ָׅדծ䨌殛涸طآؽזスך侭さ䚍׾罋䣁ٙزحطתתְז׃ーؙُؗإךリ؍ذ然⥂ח岣⸂ׅכךְֲה׷♧瘡篖׿ׇתְֹכדկ㢳 穈籼ךֻ
؍ָذリُؗإכ ծָֿׅתְגג䔲׾搊挿ח؍ذリُؗإծח׆椚鍑ׇחⴓ⼧׾زحリًך♳スطآؽׅ׵׋׮ ئכ׸ زٗٓ スָز⣛搫طآؽג׃הスイطーٓـーג׃ה
椚鍑ׁ׾הְֿזְג׸鏾僇ׅתְג׃կ
䭁䓸植㹋ծデآタٕツインծ⟎䟝䒉鏣ךוז倜莆䪮遭ِךース؛ース׾鎘歗ׅ׷穈籼כג׏החծ⡚ٖイذンءーד넝䚍腉זアفリ؛ーّء ンアؙإス׮䧄䙀✲갪׶זח
넝׮ꟼ䗰ךפ倜莆䪮遭ך䖓3䎃꟦➙כדアًリؕ⻌⽂חկ暴ׅת ծֻך׉⫘ぢכ겥衼ׅדկ

2025䎃דתに剑⮚⯓׷זה䪮遭 ⚅歲Ⰻ⡤ ػح٦ْٗ ⽂⻌،ًٔؕ 㣕䎂峔،آ،

麊欽䪮遭װ欵噟欽ⵖ䖴ءスؙٓךפيذウドكー
スךアؙإス 34% 29% 40% 38%

䱸竲׾䓼⻉ׅ5ך׭׋׷G䪮遭ך㹋鄲 32% 29% 39% 32%

✲噟ؕךーنンفزحؿリンךز⵴幾 29% 28% 28% 30%

➂䊨濼腉/堣唒㷕统آٗفェ 㹋鄲ךزؙ 27% 22% 39% 28%

⽂⻌アًリْؕーٗػح 79% 62%55% アآア㣕䎂峔

IVّٝءؙإ

倜莆䪮遭׾窟さׅئך׭׋׷ زٗٓ スزアٗفーךث䱰欽

➙䖓3䎃꟦にֶֽ׷⡚ٖ؎ד٦ءٝذ넝䚍腉ء٦ّ؛ٔف،ז 重要䚍ךأإؙ،ٝ

322023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ
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ؕーنンفزحؿリンךز⵴幾ָ剑⮚⯓✲갪ה罋
穈籼׷ִ

׃ꅾ銲鋔׮剑׾䭁㣐ךンؚ؍ذーُؾン؝խآحؒ
ծアًリؕ(29%)ד׫ך穈籼ךتンٓؔכך׷ְג
ェآٗفMLן״AIֶכ穈籼ך ׾⸃ח㹋鄲ךزؙ
Ⰵ(43%)ׅתְג׸կ

5G䪮遭ך㹋鄲׷ׅ⯓⮚׾穈籼

麊欽䪮遭װ欵噟欽ⵖ䖴ءスؙٓךפيذウ
ドكースךアؙإスח滠湡׷ְג׃穈籼

IVّٝءؙإ

倜莆䪮遭׾窟さׅئך׭׋׷ زٗٓ スزアٗفーךث䱰欽

㕂وחウスؕーٕا ׾
さגׇ׻鑫稢׾邌爙

332023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ

銲傋ךIV劤剅ّٝءؙإ 傍׶ַ׻ Iّٝءؙإ ��ّٝءؙإ IIIّٝءؙإ Vّٝءؙإ ZSCALERについて 锃叨倯岀

• 4Ŝ%ًؗ؝ء
• 4ś%インド
ーٕهンؖء44% •

• 3Ŝ%ؔースٓز リア
• 33% ؿٓ ンス

ٕآٓـ47% •
• 45%インド
• 41%イタリア

• 36%スلイン
• 28%薉㕂

• 41%イタリア
• 28%ドイツ

• 32%スウェーデン
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• 46% メキシコ
• 45% インド
• 44% シンガポール

• 36% オーストラリア
• 33% フランス

• 47% ブラジル
• 45% インド
• 41% イタリア

• 36% スペイン
• 28% 英国

• 41% イタリア
• 28% ドイツ

• 32% スウェーデン



猘כ׍׋ծֿ ֲ ח穈籼ⰻג׃ה⣛搫כ锃叨穠卓ךծ➙㔐ָׅתְג׃钠陎׾הֿ׷〳腉䚍ָ֮׷ָזאחス䧭卓طآؽז㣐ֹ׶״倜莆䪮遭ָ׋ֽא׾갫⡘⯓⮚׋ְ׏
䎢ְ鋔ꅿָ妀ֽ׾הֿ׷ְג爙㇗ׅתְג׃կ穈籼׾⥂隊ׅ׷倯岀זֻדֽ׌ ծ倜莆䪮遭ך׉װ䨌殛涸㾜Ꟛַ׵䖤׷׸׵畸✯♳ך⮚⡘䚍גְאחծ爡ⰻⰋ⡤ד钠陎ׅ׾
կׅדꅾ銲ָהֿ׷ׇ׻さ׶

ْーٗךػح穈籼ָ倜䪮遭װ倜莆䪮遭ךפ黝䘔׷ֶֽח⯓꽀罏׷זה〳腉䚍כ
⡚ְׅת׸׵׫הկْ ーٗכػح堣唒ך涪僇גְֶח欵噟ꬠㄏך涪牫㖑ת׶זה
ג׏ה׾׸䖓ז㣐䌴׵⵸ַ⟄כ㖑㚖ךֿכג׃ꟼח䱰欽ךタٕ䪮遭آծデָ׋׃
ءーّكظծイ׶ֶג׏זה䗰⚥ך䪮遭׷ꟼׅח醡鸡فحثכկAPJׅתְ ン׾饯ֿ
ׅ濼陎׾䭯׋׏䩝腉ָ⚅歲ぐ㖑ַ׵Silicon Valleyח꧊׶תծ㢌ꬠ涸䪮遭ךꟚ涪
ָ鹌ׅתְד׿կ

イٙג׃ה㛇湍ך⻉タٕآデג׃钠陎׾⸃ךアָ5Gآծアה׷罋ִ׾胜兝זֲ״ךֿ
َٖス׾馄ִ׋如⚅➿ך䱸竲䩛媮ח獳遤כהֿ׷ְג׃끅 կ׿ׇת׶֮כדהֹֿץֻ
⽂⻌アًリؕך׉כ⚥꟦֮ח׶׋⡘縧ָׅת׃ծْ ーٗכػحデآタٕ⻉׶》ך穈׫
ٓف؟װ駈♶فحثծ׃ַ׃կׅד늫僇♶ח׌ת倯岀ְָ׷ׅزؿءח5Gג׃ה橆♧ך
イثェーン㉏겗ךוז㖑佟㷕涸⫘ぢך㢌⻉׶״חծぐ㕂ָֿך㖑㚖ؔחンّء ア䬿挿
ծْ׭׋׷䗳銲ָ֮׷鏣甧ׅ׾ ーٗכػح➙䖓デآタؙٕٓウドה倜莆䪮遭גְֶח
ⷚ涸ח䧭ꞿְֻג׃ 〳腉䚍ָׅ֮ת׶կ

㖑㚖ך鋔挿EMEAַך׵㡮
Nathan Howeծ倜莆䪮遭䬐䔲⚺⟣

倜莆䪮遭׾窟さׅئך׭׋׷ زٗٓ スزアٗفーךث䱰欽

IVّٝءؙإ

342023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ
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Vّٝءؙإ

׫穈׶》ך׭׋ׅ⳿剑㣐ꣲに䒷ֹ׾〳腉䚍ךزأٓزٗئ
➙㔐ך锃叨穠卓חה׮׾ծ穈籼ئחֲ״ךוכ زٗٓ ス׶》חز穈׳ֲ׃דךזֹץ׬ ַկ

䖞勻㘗ٙزحطךーؙُؗإהリך؍ذアーؗثٍؙذ ーָׅ׵׋׮铬겗כ䎢眔㔲
䗳銲ָ׷罋ִג׭何׾倯岀׷然甧ׅ׾䱸竲דծ植➿爡⠓׭׋׷׋׻חꞿ劍꟦אַ
ծְָך׷ֹד崞欽דֿ׉կׅת׶֮ ءーّ؛リفアװーؠーِ׷זַ ン׮⥋걾ז׃
ְ圓鸡ئ׷ְג׏זה زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ーׅדկ剑㼭暴埄アؙإスח㛇ב
ئֻ زٗٓ スכדزծアイデン؍ذ؍ذー؝הンؗذスָز钠鏾ׁ׸ծهリءーثェح
ָؙ㹋倵ׁ׋׸㜥さ׫ךח⥋걾ָ♷ִׅת׸׵կ

ծアイデン׃ז׫הך׮ז侯㼎涸׾⥋ーؙ鸐ٙزحطךגץׅכדثーٗفアךֿ
ծِדת׷׸嗚鏾ׁג׏״חーءリهךースكー؍ذ؍ذ ーؠーٙהーؙٗード꟦ծ
ٙーؙٗード꟦ך鸐⥋حٗـ׾ կֿׅת׃ؙ 宏䎂獳װスإアؙזծ♶黝ⴖ׶״ח׸
կֿׅתֹד꣇姺ח然㹋׾⹛ ׋׷׸黝欽ׁחーؙ橆㞮ٙزحط׷ײ׵֮כ嗚鏾ך
זֻ⤘ꟼכ㜥䨽ךー؍ذ؍ذンؒךדーؙٙزحطծ׭ ーؙٙزحطזծ⿑㺘׶ז
ءーّذンًؚإ ンכח⣛㶷׿ׇת׃կ

ئ زٗٓ スכزծٙزحطーؙ׾⥂隊ׅ׷倜ְ׃䩛媮ג׃ה㨣׋׃ת׶תկ剑穄涸חծ
ئ زٗٓ スؔכزンىٖفスٙزحطーؙ׾馄 ח⚺׮ד׸׉ծָ׋׃ת׸䭁䓸ׁגִ

ءーّ؛リفアزーكイٓف ンزٓך կ֮׋׃תְג縧ְ׾ꅾ挿ח隊⥂ךؙح؍ؿ ׶ת
زꞿְ꟦ծٓ׮ח זֻכדך׷䱖ꤐׅח㸣Ⰻגׇ׻さהーؙٙزحطכؙح؍ؿ ծزحط
ٙーؙךהꟼ⤘ח㛇גְב罋䣁ָׁ׋׃תְג׸ծ植㖈ծ穈籼כSaaSアفリ؛ーّء ンծ
ػ ؙؙٓحリـ ウドךה꟦زٓך ح؍ؿ ծׁؙ ػכח׵ スإアؙחزحطインターؙحリـ
ئծח׭׋׷隊ׅ⥂׾ーؠーِ׷ׅ زٗٓ スךز剑㣐ך〳腉䚍ח滠湡ׅתְג׃կ׃׉
زծٓג זֻדֽ׌ーؠーِכ⯋⥋鷏ךؙح؍ؿ ٙーؙٗード׷֮ד㜥さׅת׶֮׮կ鯄
鷏䩛媮ח⣛㶷ְז׃アؙإス׾〳腉׃חծٕ ーターծ剣简כ׋ת搀简ծ4G5כ׋תGծ׉
زٓדーؙ穗歋ٙزحطך䠐⟢׷׸䭁䓸ׁח㼛勻涸ג׃ կׅת׸ׁ⥋」鷏ָؙح؍ؿ
鷏⥋⯋װ鷏⥋⯓חꟼ׆׵׻ծׅ زٓךגץ ئחؙح؍ؿ زٗٓ スךز⾱⵱׾黝欽ׅץ׷
ַ׷䱸竲ׅחーؙٙزحطךוーָ؍ذ؍ذンؒךוծג׃׉կׅדך׷ְג勻ָֹהֹ
ئծ׃⽱膴׵罋ְֲִַה زٗٓ ス׾ز䱰欽طآؽג׃スهリءーؒךגץׅדン؍ذ
ְֻג׃زؿءחثーٗفア׷湫䱸䱸竲ׅ׾ー؍ذ 䗳銲ָׅ֮ת׶կؙ ٓウド儗➿ָⵋ
勻׋׃➙ծインターָزحط倜ְ׃⟰噟ٙزحطーؙׅת׶֮אא׶זהկׅ زٓךגץ
׷湫䱸䱸竲ׇׁ׾ーず㡦؍ذ؍ذンְؒ׃ծ姻ג׃⢪欽׾ーءリهスطآؽחؙح؍ؿ
կׅדꅾ銲ָהֿ

Vّٝءؙإ

ئ زٗٓ スךز〳腉䚍׾剑㣐ꣲח䒷ֹ⳿ׅ׶》ך׭׋穈׫ 352023䎃晛 ء٦ً٦ّؓؿأٝٓززأٓزٗئ 植朐ךٝ
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➙傈ؙٗوך穗幥橆㞮זֻדֽ׌ ծ倜莆䪮遭ך銲⟝ח㼎䘔׷ֹד㸜Ⰻ䚍ծ⤥佴䚍ծ厫鮾䚍ծ⸬桦䚍׋ִ⪑׾⟰噟כח׷זחծ⡦ַ׵㨣׳ֲ׃דךְְל׸׭ ַկ
ꅾ銲ז䱿㤺✲갪ָא3ך♴⟄ג׃ה䮙ׅת׸׵־կ

ئծכד زٗٓ スָز溪طآؽךスイطーٓـーְֲה׷֮ד钠陎ח罋ִ倯ָ㢌׵׋׏׻ծ穈籼ئחֲ״ךוכ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ー׾崞欽ג׃✲噟䧭卓׾麦䧭ׅ
׳ֲ׃דךְְל׸ ַկ

〳鋔䚍הⵖ䖴ָぢ♳ئ׋׃ زٗٓ スكزースךアーؗذ
ثٍؙ ー׶״חծ植➿ךITך醱꧟䚍ָ鍑嶊ׁ׸ծ穈籼כ
ؿؓػ ーوンスِװーؠーؒ スؙلリؒンスך䓼⻉ַ׵
ذծדת׷荚ח⵴幾ךزス؝ ظؙٗ ׷זה䗳銲׵ーַآ
䧭卓׾䖤חהֿ׷꧊⚥ׅתֹדկ

CIOװCISOئכ زٗٓ ス׾ز䎢ְ鋔ꅿד䯝 גִ
《箍䕵⠓ד铡僇׃ծطآؽス䨌殛ךה侭さ䚍ח
搊挿׾䔲ְֲה׷גꅾ銲ז䕵ⶴ׾䬐ׅתְג׏կ

倜莆䪮遭ך䱰欽׾寸㹀ׅ׷ꥷכծٖزンドװ崧遤ח
䊩〸ׁזֻכדך׷׸ ծⰋ⡤涸طآؽזスآّؽך
ンה穈籼ך植㖈ֶן״㼛勻صךーג׏״חؤ䱿鹌ׁ
ئկׅת׶䗳銲ָ֮׷׸ زٗٓ スכز倜ٖزז׋ンド
ؿؓػד㸜Ⰻ׷׸׵׭実ח ーوンスך넝ְ䱸竲؟׾
կׅת׃㶷㖈ח׭׋׷ׅزーه

ئ زٗٓ ス׾ز㸜Ⰻזデآタٕٓز ン
スؓؿ ーًーّء ンך䗳갭ך銲稆ծ׃׉
㼪הפ噟䧭卓✲ג 䱿ֻ鹌⸂ה䯝 ծגִ
ئ زٗٓ スחز㼎ׅ׷椚鍑׾鋅湫ׅ䗳
銲ָ֮׷

ئ زٗٓ スָز䭯א䠐㄂طآؽװ
スׅר⿹ח䕦갟גְאחծ䛊䙳
䗰ծ♶然㹋䚍ծ毟䙀׾䩪䭎ׅ׋׷
׷֮ד侄肪ָ䗳銲׷ז׵ׁך׭

倜莆䪮遭כ畸✯⸂ך넝ְطآؽスך
⮚⡘䚍ה罋ִדך׮׷׸׵ծ植儗挿ד
ئ زٗٓ スחز㼎䘔׷ְג׃インٓؿ
׷זה㛇湍ךפ㼛勻כ

1 2 3
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ZscalerכծZero Trust Exchangeך⚥呌׷זהアーؗثٍؙذ ー؝ךンهーطンئג׃הز زٗٓ ス׾ز㹋鄲׃ծSSEٖؿ ーٙيーؙ׷ײ׵֮ך銲稆ח穈׫鴥ׅתְד׿կ
ءーّ؛リفアךגץׅך㢩鿇כ׋תծⰻ鿇כח׸ֿ ンחアؙإスِׅ׷ーؠーծIoT/OT䱸竲ծؙٓثٕوウド橆㞮װインターزحط荈⡤ךリاースחアؙإスׅٙ׷ーؙ
ٗードח㼎ׅئ׷ زٗٓ スزアٗفーָثろׅת׸תկئ زٗٓ スךز⾱⵱׶״חծ✲噟䨌殛וֿג׃ה スطآؽծ䖞噟㆞ծ׶זחドٙーָؙ〳腉حリـイعז㸜Ⰻ׮ד׵ַ
կֿׅת׶זחֲ״׷ֹד⡲噟׵㜥䨽ַז剑黝ח欰欵䚍ך׸׊׸׉ーծ곁㹏ָشزーػ ךドٙーؙ橆㞮حリـイع׷ׅ⿹兛ׅתׅת勞栻䖤ծ➂ך׵ծ✲噟竰竲ծ黅ꥫ㖑ַכ׸
㹋植ח䗳銲ז銲⟝ׅדկ
Zscaler Zero Trust Exchange כծ㜥䨽ծデغイスծٙزحطーؙ׾㉏׆׻ծ䖞噟㆞ծػーشزーծ곁㹏ח㢩鿇ֶן״ⰻ鿇アفリ؛ーّء ンךפ넝鸞ծ湫䱸ծ㸜Ⰻזアؙإス׾
䲿⣘ؙׅٓ׷ウドطイ؍ـذ կׅדスؽー؟ז
ئ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ーךא7כחꅾ銲ז銲稆ָ֮׶ծֿ կׅת׸ⴓ겲ׁחリー؞ذؕךא3ך如כ銲稆ך׵׸

縧ֻֿח䙀걧׾銲稆ך׵׸ֿ ծָؙה ٓウド؋ؿースךز穈籼ָデآタٕٓز ンスؓؿ ーًーّء ン׾⸇鸞ׇׁծז׿ו劢勻׮ח㼎䘔׷ֹד穈籼ח鹌⻉ׅך׭׋׷㛇湍זה
կׅדך׷

ئ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ーכ剑ⴱ
կׅת׃然甧ג׃✪穄׾䱸竲ח
1. 䱸竲⯋ך然钠
2. アؙإス؝ンؗذスךز嗚鏾
3. 䱸竲⯓ך然钠嗚鏾 ⵖ䖴 倵遤

ئ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ー
կׅת׃㹋遤׾♴⟄ח如כ
4. リスؙך鐰⣣
5. ⣿㹱ך꣇姺
6. 䞔㜠怩峾ך꣖姺

剑穄涸ח䱸竲׾然甧ׅ׷⵸חծ
ئ زٗٓ スزアーؗثٍؙذ ー
կׅת׃㹋遤׾♴⟄כ
倵遤ךーءリه .7

ئ زٗٓ スךز〳腉䚍׾剑㣐ꣲח䒷ֹ⳿ׅ׶》ך׭׋穈׫
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䔲爡ؙٓךウドطイ؍ـذ ف ؿؓزحٓ ー׷֮דيZscaler Zero Trust Exchange
ئծכ زٗٓ ス׶》ךפز穈ח׫剑黝اזリُ ーّء ンׅדկ䖞勻ٙزحطךーؙװ
فウドؙٓךծ㼔欽׶ז殯כה醡ㅷ؍ذリُؗإ ؿؓزحٓ ー׷֮דيZero Trust 
Exchangeכծ䱸竲׾嫣㔐穄✪ׅדהֿ׷ծ؝ンذンツ׾鑫稢ח嗚叨׃ծアイデン؍ذ
կׅת׃嗚鏾׾ス埄إアؙגְב㛇חزスؗذン؝הー؍ذ

ZscalerהZscaler Zero Trust 
Exchangeについて
Zscalerכծ⢪ְֻׅװ 䧭擾䏝ך넝ְծ⚅歲剑㣐鋉垷ئך زٗٓ スفز ؿؓزحٓ ー
ئ׋ִ⪑׾ي زٗٓ スךزリーتーג׃ה⚅歲涸ח钠ׅתְג׸׵׭կ

Ⰻ⚅歲150䬿挿ךデータإンターד珩⫴ׅ׷Zero Trust Exchangeכծ
Microsoft 365װAWSؙٓךוזウドغٗفイتーװアفリ؛ーّء ンה⢘縧
ծِ׶ֶג׸ׁ ーؠーח鵚ְ㜥䨽؟דーؽス׾䲿⣘ׅת׃կֿ ծِ׶״ח׸ ーؠー
ーؒؠーِ׋׸⮚ה؍ذリُؗإזծ⺪䭍涸׃ח剑瀉׾穗騟ך⯓䱸竲ה スؙل
リؒンス׾䲿⣘ׅת׃կ
Zscalerف ؿؓزحٓ ーךي鑫稢כגְאחծֿ 鋮׀׾׵׍ կְֻׁ׌

ZSCALERהZSCALER ZERO TRUST EXCHANGEגְאח

ZSCALERについて
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https://www.zscaler.jp/platform/zero-trust-exchange


Zero Trust 
Exchangeכ⚅歲
150䬿挿ة٦رך
׃⫴珩ד٦ةٝإ
ていׅת

Zero Trust 
Exchangeכ⚅歲
150䬿挿ة٦رך
׃⫴珩ד٦ةٝإ
ていׅת
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ATOMIK ResearchכծEMEA(薉㕂ծドイツծٓؿ ンスծؔ ٓンتծスウェーデンծイタリアծスلイン)ծAMS(碛㕂ծً ծ؝ءؗ
ծAPAC(傈劤ծインドծؔ(ٕآٓـ ースٓز リアծءンؖهーٕ)ך➂1,908ך♳⡘ך䠐䙼寸㹀罏(CIO/CISSO/CDO /زحط
ٙーؙアーؗثٍؙذ ー顑⟣罏)׾锃叨׋׃ת׃կ锃叨2022כ䎃5剢31傈ַ6׵剢28傈ך꟦ח㹋倵ׁ׸ծ穈籼鋉垷ךⰻ鏬
穈ך♳⟄➂穈籼ָ32%ծ䖞噟㆞10,000ך♴⟄➂穈籼ָ43%ծ䖞噟㆞5,000➂⟃♳9,999ך♴⟄➂ծ䖞噟㆞4,999כ
籼ָ25%ׅתְג׏זהկ

锃叨倯岀

锃叨倯岀

锃叨倯岀
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